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経営支援課

　　　　

０１　交通流動予測を実施する場合は、以下の手順で実施してください。














０２　各ＳＴＥＰの説明





　　　※　「Ｚ値」は、以下の計算式により算定します。

Z：ピーク時来台数」＝「一日の来客（日来客）数（人）」（ 「A：店舗面積当たり日来客数原単位」（人／千㎡）×「α：補正係数」×「当該店舗面積」（千㎡））

×「B：ピーク率（％ ）」

×「C：自動車分担率（％ ）」

÷「D：平均乗車人員（人／台）」
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　ピーク時における方向別自動車来台数の予測


①　　ピーク時における発生集中交通量の予測


・Ｚ値を用いてください。


②　　交通配分


　　ⅰ　来店者の分布範囲の設定


　　ⅱ　アクセス経路の設定


　　ⅲ　来店者の分布範囲の分割（ゾーニング）


　　ⅳ　ゾーン別世帯数構成比の推計


　　ⅴ　方面別ピーク時来台数の設定


　　ⅵ　方向別ピーク時来台数の設定


③　　駐車場出入口の仮設定�
�






ＳＴＥＰ１　計画条件の整理





　周辺の道路状況、施設の立地状況等の把握


道路の現況、計画


信号機の設置状況


他施設の立地状況�
�






ＳＴＥＰ２　現況交通量等の調査








時間帯別、方向別、車種別交通量


信号機現示


渋滞長、滞留長、信号待ち回数、主要区間の通過時間


計画交通量（道路計画のある場合）





ＳＴＥＰ３　ピーク時における交差点飽和度の計算








ＳＴＥＰ４　交通流動予測・評価


　　








予測の条件整理


対象区域の設定


・ピーク時来台数600台未満：原則として店舗直近交差点の１つ外側の交差点まで（発生点は上記交差点の先に設定）


　　・ピーク時来台数600台以上：影響が広域に及ぶため協議の上決定


対象時間の設定


・通過交通量と開発交通量の合計が最大となる時間帯を含む前後１時間


　（開発交通量のピークは休日の午後3時台となるケースが多い）�
�






現況再現（交通シミュレータ）


現況の交通流動を再現


再現性の確認


交通量の再現率は、Ｒ２≧0.9（対現況交通量）を確保してください。


渋滞長、滞留長、信号待ち回数、主要区間の通過時間�
�






出店後の交通流動予測（交通シミュレータ）　


現況交通＋開発負荷の交通流動を予測


影響評価


・開発前後の渋滞長、滞留長、信号待ち回数、主要区間の通過時間の差分により評価�
�






ＳＴＥＰ５　渋滞対策の検討


　　








 渋滞原因の分析　　　　渋滞対策の検討





交通シミュレータにより対策の効果を検証する。（対策に合わせて問題が解決するまで繰り返し交通流動予測を実施する。）





大規模小売店舗の立地に伴う交通流動予測マニュアル





STEP１　計画条件の整理





STEP２　現況交通量等の調査





STEP３　ピーク時における交差点飽和度の計算





STEP４　交通流動予測・評価





STEP５　渋滞対策の検討





発生集中交通量・交通配分の設定、道路状況調査等の実施に際しては、事前に経営支援課に協議してください。


道路管理者、交通管理者、市町村等と協議の上、回答します。


発生集中交通量がＺ値に依りがたい場合は、根拠を示して、別の値を使用することも可能とします。


駐車場出入口は、交通流動予測の結果、変更が必要となることがあります。





調査時間帯は、原則として平日・休日12時間調査とします。


調査時期・調査場所、調査内容については、事前に経営支援課と協議してください。


道路管理者、交通管理者、市町村等と協議の上、回答します。





経営支援課で現在、検証可能な交通シミュレータは、NETSIM（英語版、日本語版）です。


シミュレータの設定の詳細は、経営支援課に協議してください。


交通流動予測結果については、経営支援課において、道路管理者、交通管理者、市町村等を構成員とする合同会議を開催しますので、その場で、事業者側が説明してください。





交通流動予測を実施する場合





交通量調査のみの場合





対策の実施可能性については、経営支援課と協議してください。


道路管理者、交通管理者等と協議の上、これら機関との協議の進め方を回答します。


対策としての信号現示の変更は、行わないでください。


対策の具体例としては、以下が考えられます。いずれも、道路管理者、交通管理者等との調整が必要となることがあるので留意してください。


道路改良（付加線の設置）等による交通容量の拡大


駐車場出入口の位置・数、形状の変更


敷地内レイアウトの変更（車路の形状、駐車桝の配置等）


公共交通等の促進（シャトルバス、路線バスの運行等）


開発内容の検討（規模縮小、段階的開発等）








フィードバック





現況交通量、道路形状、信号現示を基に、現況の飽和度と開発後の交差点飽和度を計算してください。
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